
招集ご通知
第25回 定時株主総会

株式会社インタートレード
証券コード：3747

2023年12月22日（金曜日）
午前10時（受付開始：午前９時30分）
東京都中央区日本橋兜町７番１号

KABUTO ONE ４階
HALL & CONFERENCE
ホールB

取締役５名選任の件議案

開催
日時

開催
場所

※開催場所が前回と異なっておりますので、
末尾の株主総会会場ご案内図をご参照
いただき、お間違いのないようご注意
ください。
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株 主 各 位 証券コード 3747
2023年12月7日

（電子提供措置の開始日 2023年11月30日）
東京都中央区新川一丁目17番21号
株式会社インタートレード
代表取締役社長 西 本 一 也

第25回定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、当社第25回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上げます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイトに「第25回定

時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載しております。

当社ウェブサイト（https://www.itrade.co.jp/ir/）

また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。

東京証券取引所ウェブサイト
（https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show）

上記のウェブサイトにアクセスして、「銘柄名（会社名）」に「インタートレード」又は「コード」に当社の証
券コード「3747」を入力・検索し、「基本情報」、「縦覧書類／PR情報」を順に選択のうえ、「縦覧書類」にある
「株主総会招集通知／株主総会資料」欄より、ご覧ください。

当日のご出席に代えて、書面又はインターネットによる議決権の事前行使ができますので、お手数ながら電子
提供措置事項に掲載の株主総会参考書類をご検討の上、３頁～５頁に記載の「議決権行使方法についてのご案
内」にしたがって、2023年12月21日（木曜日）午後５時30分までにご行使くださいますようお願い申し上げ
ます。

敬 具
記

１. 日 時 2023年12月22日（金曜日）午前10時（受付開始：午前９時30分）
２. 場 所 東京都中央区日本橋兜町7番１号

KABUTO ONE ４階 HALL & CONFERENCE ホールB
（開催場所が前回と異なっておりますので、末尾の株主総会会場ご案内図をご参照いただ
き、お間違いのないようご注意ください。）
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３. 会議の目的事項
報告事項 1. 第25期（2022年10月１日から2023年９月30日まで）事業報告、連結計算書類

並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
2. 第25期（2022年10月１日から2023年９月30日まで）計算書類報告の件

決議事項 議案 取締役５名選任の件
以 上

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上げます。また、資源節
約のため本招集ご通知をご持参くださいますようお願い申し上げます。

◎議決権行使書面において、議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示をされたものとして取り扱わせていただきます。
◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させていただきます。
◎今後の状況により株主総会の運営に大きな変更が生じた場合は、当社ウェブサイトにてお知らせいたします。
当社ウェブサイト https://www.itrade.co.jp/ir/
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議決権行使方法についてのご案内

■ 株主総会に出席いただく場合

当日ご出席の際は、必ず株主様（当社の議決権を有する他の株主様１名を代理人とす
る場合の当該株主様を含む）が来場いただき、同封の議決権行使書用紙を会場受付にご
提出ください。
また、代理人がご出席の際は、委任状を議決権行使書用紙とともにご提出ください(代
理人の資格は、定款の定めにより議決権を有する当社の株主様に限ります)。
なお、議決権行使書用紙をお忘れになりますと、ご入場手続きに非常に時間を要する

こととなりますのでご注意ください。

株主総会開催日時 2023年12月22日（金曜日）午前10時（受付開始�午前９時30分）

■ 郵送にて行使いただく場合

同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示のうえ、行使期限までに到着す
るようご返送ください。議決権行使書面において、議案に賛否の表示がない場合は、賛
成の意思表示をされたものとして取り扱わせていただきます。

行使期限 2023年12月21日（木曜日）午後５時30分到着分まで

■ インターネットにて行使いただく場合

当社の指定する議決権行使サイトにアクセスしていただき、行使期限までにご行使くだ
さい。

行使期限 2023年12月21日（木曜日）午後５時30分行使分まで

インターネットによる行使方法の詳細は次頁をご覧ください

議決権行使サイト : https://evote.tr.mufg.jp/
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議決権行使サイトへ
アクセス

（https://evote.tr.mufg.jp/）

1 ｢次の画面へ｣ をクリック 2 お手元の議決権行使書用紙の右下に
記載された ｢ログインID｣ 及び ｢仮パ
スワード｣ を入力
（株主総会招集の都度、新しい「ログ
インID」及び「仮パスワード」をご通
知します。）

3 ｢ログイン｣ をクリック

4 新しいパスワードを｢新しいパ
スワード｣と｢新しいパスワー
ド（確認用）｣の両方に入力。
新しいパスワードはお忘れにな
らないようご注意願います。

5 ｢送信｣ をクリック

ログインする パスワードを登録1 2 3

1

2

3

4

5

ログインID
パスワード

■ 議決権行使サイトについて
（1）�インターネットによる議決権行使は、パソコン、スマートフォ

ンから、当社の指定する議決権行使サイト(https://evote.
tr.mufg.jp/)にアクセスしていただくことによってのみ実施
可能です。（ただし、毎日午前２時から午前５時までは取り
扱いを休止します。)

（2）�パソコン、スマートフォンによるインターネットのご利用環境
やご加入のサービス、ご使用の機種によっては、議決権行
使サイトがご利用できない場合があります。詳細につきまし
ては、次頁に記載のヘルプデスクにお問い合わせください。

■ 議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用について
パソコン、スマートフォンによる議決権行使サイトへのアクセス
に際して発生するインターネット接続料・通信料等は株主様のご
負担となります。

■ 複数回にわたり行使された場合の議決権の取り扱い
（1）�郵送とインターネットにより重複して議決権を行使された場

合は、インターネットによる議決権行使を有効とさせていた
だきます。

（2）�インターネットにより複数回にわたり議決権を行使された場
合は、最後に行使された内容を有効とさせていただきます。

インターネットによる行使方法 2023年12月21日（木曜日）午後5時30分行使分まで

インターネットによる議決権行使は、スマートフォン又はパソコン等から議決権行使ウェブ�
サイトにアクセスいただき、画面の案内に従って行使していただきますようお願いいたします。
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スマートフォンの場合 QRコードを読み取る方法
「ログイン用QRコード」を読み取りいただくことで、「ログインID」及び「仮パスワード」
が入力不要でログインいただけます。

議決権行使書副票（右側）

お手持ちのスマートフォンにて、同封
の議決権行使書副票（右側）に記載の
「ログイン用QRコード」を読み取る。

画面の案内に従って各議案の
賛否を選択

画面の案内に従って行使完了です。

議案賛否方法の選択画面が表示される
ので、議決権行使方法を選ぶ。

「ログイン用
QRコード」はこちら

見本 見本

QRコードを読み取る 各議案の賛否を選択

議決権行使方法を選ぶ

1 3

2

スマートフォン機種によりQRコードでのログインができない場合があります。
QRコードでのログインができない場合には、前頁に記載の議決権行使サイトにアクセスする方法にて議
決権行使を行ってください。

システム等に関するお問い合わせ

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部（ヘルプデスク）
受付時間
ふ0120-173-027（通話料無料）

9:00～21:00
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株主総会参考書類
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議 案 取締役５名選任の件
本総会終結の時をもって、現任取締役である西本一也、尾﨑孝博、阿久津智巳、内藤敏裕及び平石智紀の５氏

の任期が満了となります。つきましては、取締役５名の選任をお願いしたいと存じます。
取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者番号
に し も と か ず や

西本 一也（1964年６月17日生）
再 任

■所有する当社の株式数 1,346,400株1
略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1999年１月 当社設立とともに代表取締役社長就任
2001年10月 当社取締役会長就任
2003年３月 当社取締役就任
2009年１月 当社業務執行役員第二事業本部副本部長就任
2009年12月 当社取締役第二事業本部長就任

2012年３月 当社取締役副社長第二事業本部長就任
2016年３月 当社取締役副社長兼金融ソリューション事業

本部長就任
2018年10月 当社代表取締役社長就任（現任）
2018年11月 株式会社デジタルアセットマーケッツ代表取

締役就任（現任）

取締役候補者とする理由
西本一也氏は、当社設立以来、当社グループの事業拡大に邁進してまいりました。多岐にわたるシステム設計に携わり、業界にお

ける豊富な経験と見識を有しており、当社グループにおける持続的な成長と企業価値向上の実現を目指していくために、最適な候補
者であると判断し、引き続き取締役としての選任をお願いするものであります。

候補者番号
お ざ き た か ひ ろ

尾﨑 孝博（1965年10月17日生）
再 任

■所有する当社の株式数 230,300株2
略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1999年１月 当社設立とともに取締役副社長就任
2003年３月 当社取締役副社長兼最高執行責任者就任
2005年６月 インタートレード投資顧問株式会社代表取締役

社長就任
2007年４月 当社取締役副社長兼第一事業本部長就任
2007年８月 当社取締役第一事業本部長就任

2009年８月 当社取締役副社長兼最高執行責任者兼第一事
業本部長就任

2009年12月 当社代表取締役社長就任
2017年11月 一般財団法人ホワイトロック財団 理事就任

（現任）
2018年10月 当社取締役就任（現任）

取締役候補者とする理由
尾﨑孝博氏は、当社設立以来、当社グループの事業拡大に邁進してまいりました。長年にわたる業界の豊富な知識と見識は、当社

グループの更なる成長と経営理念の実現に向けて最適な候補者であると判断し、引き続き取締役としての選任をお願いするものであ
ります。
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候補者番号
あ く つ と も み

阿久津 智巳（1968年６月25日生）
再 任

■所有する当社の株式数 5,400株3
略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1991年４月 勧角証券株式会社（現みずほ証券株式会社）入

社
1999年６月 富士通株式会社入社
2002年７月 株式会社インタートレード入社
2003年２月 当社業務執行役員ビジネス推進部長就任
2008年１月 当社業務執行役員第一事業本部副本部長就任
2008年12月 当社取締役第一事業本部副本部長就任

2010年12月 当社業務執行役員社長室・経営企画部門担当
兼社長室長就任

2011年10月 当社業務執行役員新事業開発部長就任
2012年６月 当社業務執行役員ITソリューション事業本部

長就任
2013年12月 当社取締役ビジネスソリューション事業本部

長就任（現任）

取締役候補者とする理由
阿久津智巳氏は、当社に入社以来、営業業務に携わり、現在も取締役としてビジネスソリューション事業の本部長を務めておりま

す。これまでの経験により培われた統率力・行動力を当社グループの業容拡大、企業価値の向上に発揮し、当社の取締役としての職
務を適切に遂行することができるものと判断し、引き続き取締役としての選任をお願いするものであります。

候補者番号
な い と う と し ひ ろ

内藤 敏裕（1963年６月27日生）
再 任

■所有する当社の株式数 25,000株4
略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1989年４月 日本勧業角丸証券株式会社（現みずほ証券株式

会社）入社
1998年９月 東洋証券株式会社入社
2013年４月 株式会社インタートレード入社
2013年８月 当社ビジネス推進部長就任

2013年12月 当社取締役ヘルスケア事業本部長就任
2015年10月 当社業務執行役員ヘルスケア事業本部長就任
2019年12月 当社取締役ヘルスケア事業本部長就任（現任）

取締役候補者とする理由
内藤敏裕氏は、当社に入社以来、営業業務に携わり、現在も取締役としてヘルスケア事業の本部長を務めております。これまでの

経験により培われた統率力・行動力を当社グループの業容拡大、企業価値の向上に発揮し、当社の取締役としての職務を適切に遂行
することができるものと判断し、引き続き取締役としての選任をお願いするものであります。
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候補者番号
ひ ら い し と も き

平石 智紀（1978年４月４日生）
独立役員候補者 社外取締役候補者 再 任

■所有する当社の株式数 －株5
略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
2003年10月 新日本監査法人（現EY新日本有限責任監査法

人）入所
2007年10月 公認会計士登録
2011年８月 株式会社アクリア 代表取締役就任（現任）
2014年８月 税理士登録

2014年９月 税理士法人アクリア 代表社員就任（現任）
2017年12月 株式会社日本クラウドキャピタル(現株式会

社FUNDINNO)取締役就任（現任）
2019年12月 当社社外取締役就任（現任）
2022年６月 三桜工業株式会社 社外監査役就任(現任)

社外取締役候補者とする理由、期待される役割及び社外取締役としての在任期間
平石智紀氏は公認会計士としての専門的な知識と豊富な経験に基づき、社外取締役として当社経営に対して有益な意見や提言を通

じて、当社を客観的な視点で独立性をもって監督していただいております。その豊富な経験と実績により、当社グループの持続的成
長と企業価値の向上に寄与していただいていることから、取締役会の意思決定・監督機能の更なる実効性向上に必要な人材と判断
し、引き続き社外取締役として選任をお願いするものであります。なお、同氏の当社社外取締役就任期間は本総会の終結の時をもっ
て４年となります。

（注）1. 各候補者と会社との間には特別の利害関係はありません。
2. 取締役候補者の平石智紀氏は、社外取締役候補者であります。同氏は東京証券取引所が定める独立役員として届出を行って

おり、同氏の再任が承認された場合には、引き続き独立役員となる予定です。
3. 当社は平石智紀氏との間で会社法第427条第1項に基づき責任限定契約を締結しております。本総会において、同氏が原案

どおり選任された場合、当該責任限定契約を継続します。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、善意でかつ重大な
過失がないときは、会社法第425条第1項に定める最低責任限度額をもって損害賠償責任を負うとしております。

4. 当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を締結しており、当該保険契約の
内容の概要は、当事業報告18頁に記載のとおりです。当社のすべての取締役候補者の選任が承認されますと、引き続き当
該保険契約の被保険者に含められることとなります。また、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更新を予定
しております。

以 上
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事業報告 （2022年10月１日から2023年９月30日まで）
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Ⅰ．企業集団の現況に関する事項
1．事業の経過及び成果

当社グループの事業セグメントは、証券ディーリングシステム、外国為替証拠金取引システム、暗号資産
プラットフォーム等の開発及び保守を中心とする「金融ソリューション事業」、ITサポート及びグループ経
営管理ソリューションシステムの開発及び販売を中心とする「ビジネスソリューション事業」及び機能性食
材であるハナビラタケの健康食品や化粧品等の開発及び販売を行う「ヘルスケア事業」の３つです。
当連結会計年度における当社グループの連結経営成績は、次の表のとおりです。なお、各事業の売上高は

セグメント間の内部取引を含んでいません。

区分
2022年９月期 2023年９月期 前年度比

（％）金額
（百万円）

百分比
（％）

金額
（百万円）

百分比
（％）

売上高 2,056 100.0 2,011 100.0 97.8

金融ソリューション事業 1,646 80.1 1,609 80.0 97.8

ビジネスソリューション事業 277 13.5 257 12.8 92.7

ヘルスケア事業 132 6.4 143 7.2 108.7

営業利益 241 ― 199 ― 82.8

親会社株主に帰属する当期純利益 173 ― 36 ― 21.1
当連結会計年度におきましては、新型コロナウイルス感染症による行動制限が緩和され、経済活動に改善

の動きがみられました。一方で、当社グループの主力事業である金融ソリューション事業の属する金融市場
においては、主要各国での金融引き締めによる金利上昇、円安基調の為替変動による国内の物価上昇に加え
て、ロシア・ウクライナ情勢の長期化による燃料価格の高騰など、依然、経済の先行きは不透明な状況が続
いております。
このような事業環境の中で、当連結会計年度の業績は、売上面では主力の金融ソリューション事業及びビ

ジネスソリューション事業で減収となり、ヘルスケア事業で増収となったものの、連結売上高に占める金融
ソリューション事業の比率が高いため、連結売上高は前年度に比べ45百万円減少し2,011百万円となりまし
た。また損益面では、減収の影響により、営業利益は前年度に比べ41百万円減少し199百万円、親会社株主
に帰属する当期純利益は、持分法適用関連会社である株式会社デジタルアセットマーケッツ(以下、デジタル
アセットマーケッツ)における持分変動利益の計上額が前年度より減少したため前年度に比べ136百万円減少
し36百万円となりました。
当社の主力市場である証券システム分野においては、世界でも新技術を使った金融サービスが広がってい

る中で、『Spider Digital Transfer』を通じて新たな成長領域を開拓し、ビジネス機会を提供してまいりま
す。
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事業セグメント別の概況は、以下のとおりです。
なお、各事業の売上高には、セグメント間の内部取引を含んでいません。

金融ソリューション事業

金融ソリューション事業は、当社の事業です。
当連結会計年度の経営成績は次のとおりです。
売上高 1,609百万円（前年度比 97.8％）
セグメント利益 518百万円（前年度比 92.4％）

金融ソリューション事業では、新規受託案件が前年度に比べ減少しましたが、月額による定期収入であるソ
フトウエア保守売上及びライセンス利用料等の増加により、安定した収益基盤を築いており、売上高は前年度
に比べ2.2％減少の1,609百万円、セグメント利益は、減収の影響及び固定費の高騰により、前年度より7.6％
減少の518百万円となりました。
現在、証券会社向けデジタル証券（セキュリティ・トークン）売買システム等の研究開発に注力しており、

デジタルアセットマーケッツが目指すＷｅｂ３時代の新たな金融プラットフォームの構築に引き続きシステム
面で支えていきます。FinTechにより、これまでの縦割りのサービス展開から、非金融分野へと横断的なサー
ビス展開ができる可能性を秘めており、金融ソリューション事業の事業領域も広がりを見せております。この
流れをビジネスチャンスと捉え、更なる拡大を目指してまいります。

ビジネスソリューション事業

ビジネスソリューション事業は、当社及び株式会社ビーエス・ジェイの事業です。
当連結会計年度の経営成績は次のとおりです。
売上高 257百万円（前年度比 92.7％）
セグメント損失 １百万円（前年度は22百万円のセグメント利益）

ビジネスソリューション事業では、ＳＩサービスにおいて新規取引先へのサービス提供等もありましたが、
主力の経営統合管理プラットフォーム『GroupMAN@IT e²』における既存顧客からの追加開発案件が期初計
画通りに進捗せず、売上高は前年度に比べ7.3％減少の257百万円、セグメント利益は、前年度の22百万円の
セグメント利益から、１百万円のセグメント損失となりました。
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ヘルスケア事業

ヘルスケア事業は当社及び株式会社インタートレードヘルスケアの事業です。
当連結会計年度の経営成績は次のとおりです。
売上高 143百万円（前年度比 108.7％）
セグメント損失 37百万円（前年度は51百万円のセグメント損失）

当連結会計年度中に、ＩＴはなびらたけサプリメントの機能性表示食品の取得に向けて準備を進めておりま
したが、期中の取得には至らず、期初の販売計画を下回りましたが、期初計画の遅れをカバーするためにハナ
ビラタケの原料販売に注力した結果、売上高は、前年度に比べ8.7％増加し、143百万円となりました。
損益面においては、粗利率の高い原料販売が好調であったことに加え、継続して経費削減に努めた結果、セ

グメント損失は、前年度51百万円のセグメント損失から、37百万円のセグメント損失に改善しました。
継続して機能性表示食品の取得に向けて対応を進めており、2024年９月期中に取得し、『ＩＴはなびらた

け』の機能性を表記することにより、消費者により訴求力の高い商品展開を進めてまいります。

2．設備投資の状況
当連結会計年度に実施いたしました設備投資の総額は12百万円であります。
その主なものは、金融ソリューション事業におけるサーバ、ネットワーク機器類であります。

3．資金調達の状況
当連結会計年度中に、当社グループの所要資金として、株式会社商工組合中央金庫より長期借入金として

100百万円の調達を行いました。

4．事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
該当事項はありません。

5．他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はありません。

6．吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
該当事項はありません。

7．他の会社の株式その他持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
該当事項はありません。
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8．対処すべき課題
WHOにより、新型コロナウィルス感染症の「緊急事態宣言」終了の発表があり、経済活動の正常化へ向

けた動きがあったものの、長期化するウクライナ情勢によるエネルギー価格の高騰、世界的なインフレ、欧
米各国の金利上昇による円安等の影響により、依然経済の先行きは不透明な状況が続いております。このよ
うな環境の中で、当社が今後も事業を拡大させ、新しい付加価値を生み出していくために、次のような対応
をしております。
金融ソリューション事業は、新技術によって非金融へと事業領域を拡大させておりますが、更なる発展に

向けて当該分野のエンジニアの絶対数が不足していることから、その確保と事業領域の更なる拡大に向けて
取り組んでまいります。
ビジネスソリューション事業においては、売上に占める特定顧客の割合が高いため、業績が大きく変動す

る可能性があります。顧客層の拡大を図り、より業績を安定させることに努めてまいります。
ヘルスケア事業においては、当社グループで生産する『ＩＴはなびらたけ』のエビデンスを取得し付加価

値を高めていくため、学術論文の発表等を行っており、機能性表示食品の取得に向けて対応を進めておりま
す。より消費者に訴求力の高い商品を展開していくことにより事業規模の拡大を図り黒字化できるように取
り組んでまいります。
なお、当社グループの自己資本比率は76.5％、当座比率は408.0％と財務体質は改善しておりますが、今

後の事業強化や拡大を図るための資金が必要となる場合があります。そのため、リスクに耐え得る財務基盤
を構築するために、金融機関との連携を強化し機動的な借入のみならず、多様な資金調達手法を検討してい
く必要があります。

9．財産及び損益の状況

区 分 第 22 期
（2020年９月期）

第 23 期
（2021年９月期）

第 24 期
（2022年９月期）

第 25 期
（当連結会計年度）
（2023年９月期）

売 上 高 （千円） 2,195,658 2,157,258 2,056,330 2,011,061

経 常 利 益 （△ 経 常 損 失）（千円） △83,626 22,375 62,625 1,754

親会社株主に帰属する当期純利益 （千円） 50,660 201,555 173,518 36,626

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 （円） 7.05 28.05 24.15 5.10

総 資 産 （千円） 1,420,243 1,452,438 1,609,749 1,723,920

純 資 産 （千円） 909,619 1,115,268 1,294,543 1,331,226
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10．重要な子会社の状況
2023年９月30日現在

会社名 資本金 議決権比率 主要な事業内容
株式会社インタートレード
ヘルスケア 47,500千円 100.0％ ハナビラタケ及び関連製品の生産、販売

健康補助食品の販売
株式会社ビーエス・ジェイ 18,000千円 66.7％ グループ経営管理システムの開発、保守

11．主要な事業内容
2023年９月30日現在

事業部門 事業内容

金融ソリューション事業 証券ディーリングシステム、外国為替証拠金取引システム、暗号資産プラッ
トフォーム等の開発及び保守

ビジネスソリューション事業 ITサポート及びグループ経営管理ソリューションシステム等の開発及び販売

ヘルスケア事業 健康食品や化粧品等の開発及び販売

12．主要な事業所
① 当社 2023年９月30日現在

名称 所在地
本 社 東京都中央区新川一丁目17番21号

② 子会社 2023年９月30日現在
名称 所在地

株式会社インタートレードヘルスケア 東京都中央区新川一丁目17番21号

株式会社ビーエス・ジェイ 東京都中央区新川一丁目17番21号
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13．使用人の状況
企業集団の使用人の状況 2023年９月30日現在
使 用 人 数 前連結会計年度末比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数

93名 ６名（増） 40歳 ８ヶ月 11年 ０ヶ月
（注）上記使用人には、使用人兼取締役３名は含んでおりません。

当社の使用人の状況 2023年９月30日現在
使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数

87名 ７名（増） 40歳 ２ヶ月 10年 11ヶ月
（注）上記使用人には、使用人兼取締役２名は含んでおりません。

14．主要な借入先
2023年９月30日現在

借入先 借入額
株式会社りそな銀行 100,000千円

株式会社商工組合中央金庫 86,640千円

15．その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。
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Ⅱ．会社の状況に関する事項（2023年９月30日現在）

1．株式に関する事項
① 発行可能株式総数 26,712,000株
② 発行済株式の総数 7,444,800株
③ 株主数 3,995名
④ 大株主

株 主 名 持 株 数 持株比率
株 ％

西 本 一 也 1,346,400 18.74
株式会社ジャパンインベストメントアドバイザー 718,700 10.00
尾 﨑 孝 博 230,300 3.21
山 口 文 明 203,000 2.83
赤木屋ホールディングス株式会社 200,000 2.78
楽天証券株式会社 185,300 2.58
株式会社ＳＢＩ証券 140,800 1.96
日本証券金融株式会社 133,800 1.86
西 本 か な 125,500 1.75
インタートレード従業員持株会 87,200 1.21
（注）当社は、自己株式259,200株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。また、持株比率は自己株式を控除して

計算しております。

⑤ その他株式に関する重要な事項
該当事項はありません。

2023年11月21日 18時25分 $FOLDER; 16ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



16

2．新株予約権等に関する事項
① 当事業年度末日において、会社役員が保有している新株予約権等の状況

2021年９月16日開催の取締役会決議による新株予約権
取締役(社外取締役

を除く） 社外取締役 監査役

保有者数 ４人 １人 ３人

新株予約権の数 400個 20個 60個

目的である株式の種類及び数 普通株式40,000株 普通株式2,000株 普通株式6,000株

新株予約権の払込金額 新株予約権１個に当たり300円（１株あたり３円）

新株予約権の行使価額 新株予約権１個に当たり53,400円

新株予約権の行使期間 2025年１月１日から2028年10月28日まで

新株予約権の行使条件

2023年９月期から2025年９月期までの事業年度において、
当社の連結損益計算書に記載された売上高が、下記(a)又は(b)の
条件を満たした場合
(a) 2023年９月期及び2024年９月期の売上高が２期連続で25

億円を超過した場合 行使可能割合：割り当てられた本新
株予約権の50％まで

(b) 2023年９月期乃至2025年９月期の全ての事業年度の売上
高が３期連続で25億円を超過した場合 行使可能割合：割
り当てられた本新株予約権の100％まで

新株予約権者は、新株予約権の権利行使時においても、当社又
は当社関係会社の取締役、監査役又は従業員であることを要す
る。ただし、任期満了による退任、定年退職、その他正当な理由
があると取締役会が認めた場合は、この限りではない。
その他の条件は、当社と新株予約権者との間で締結した「新株

予約権割当契約書」で定めるところによる。

② 当事業年度中に使用人に付与した新株予約権の状況
該当事項はありません。
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3．会社役員に関する事項
① 取締役及び監査役の氏名等 2023年９月30日現在
地 位 氏 名 担当又は重要な兼職の状況

代表取締役社長 西 本 一 也 株式会社デジタルアセットマーケッツ代表取締役

取 締 役 尾 﨑 孝 博 一般財団法人ホワイトロック財団理事

取 締 役 阿久津 智 巳 ビジネスソリューション事業本部長

取 締 役 内 藤 敏 裕 ヘルスケア事業本部長

取 締 役 平 石 智 紀

公認会計士
株式会社アクリア代表取締役
税理士法人アクリア代表社員
株式会社FUNDINNO取締役
三桜工業株式会社社外監査役

常 勤 監 査 役 川 瀬 宏 史 ―

監 査 役 内 田 久美子

弁護士
和田倉門法律事務所パートナー弁護士
株式会社トレジャー・ファクトリー社外取締役
株式会社ビューティガレージ社外取締役
株式会社ミサワ社外取締役
ピクスタ株式会社社外取締役

監 査 役 中 里 健 一 ―
（注）1. 取締役平石智紀氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役です。同氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び

会計に関する相当程度の知見を有しております。
2. 常勤監査役川瀬宏史氏は、経理財務を統括する管理部門の部門長を務めた経験を有しており、財務及び会計に関する相当程

度の知見を有しております。
3. 監査役内田久美子氏及び中里健一氏は、会社法第２条第16号に定める社外監査役です。
4. 監査役内田久美子氏は、弁護士の資格を有しており、企業法務に関する相当程度の知見を有しております。
5. 監査役中里健一氏は、金融機関における長年の経験があり、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。
6. 当社は、社外取締役の平石智紀氏、社外監査役の内田久美子氏及び中里健一氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員と

して指定し、同取引所に届け出ております。

② 責任限定契約の内容の概要
当社と社外取締役及び各監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害

賠償責任を限定する契約を締結しております。当社の社外取締役及び監査役は、会社法第423条第１項の
責任につき、善意でかつ重大な過失がないときは、会社法第425条第１項に規定する最低責任限度額をも
って、会社に対して損害賠償責任を負うとしております。
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③ 役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は、当社及び子会社の取締役、監査役及び業務執行役員を被保険者として、会社法第430条の３第

１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、株主や第三者などから損害賠償請求
を提起された場合において、被保険者が負担することになる損害賠償金・争訟費用などの損害を当該保険
契約により補填することとしております。ただし、被保険者の職務の執行の適正性が損なわれないように
するための措置として、被保険者による故意、私的利益及び犯罪行為等に起因する損害等については、補
填の対象外としております。なお、保険料は全額当社が負担しております。

④ 当事業年度に係る取締役及び監査役の報酬等
イ．取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項

当社は、2021年２月18日開催の取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容についての決定
に関する方針を決定しております。当社の取締役報酬は固定報酬からなり、中長期的な企業成長への貢
献度及び個人の業績評価等をもとに、株主総会で決議された総額の範囲内で、代表取締役社長が各取締
役の報酬金額を起案し、取締役会に諮り決定しております。報酬等の内容が当該決定方針と整合してい
ることから、当該決定方針に沿うものであると判断しております。

ロ．取締役及び監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
取締役の報酬限度額は、2004年５月28日開催の臨時株主総会において年額400百万円以内と決議し

ております。当該臨時株主総会終結時点の取締役の員数は５名（うち、社外取締役は１名）です。
監査役の報酬限度額は、2004年５月28日開催の臨時株主総会において年額100百万円以内と決議し

ております。当該臨時株主総会終結時点の監査役の員数は３名（うち、社外監査役は２名）です。
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⑤ 取締役及び監査役の報酬等の総額等
支給人員 支給額

取締役
（うち社外取締役）

５名
（１名）

48百万円
（３百万円）

監査役
（うち社外監査役）

３名
（２名）

12百万円
（４百万円）

計 ８名 60百万円
（注）1. 取締役の支給額には、使用人兼取締役の使用人分給与は含まれておりません。

2. 業績連動報酬及び非金銭報酬等はありません。

⑥ 社外役員に関する事項
イ．重要な兼職先と当社との関係

取締役平石智紀氏は、株式会社アクリア代表取締役、税理士法人アクリア代表社員、株式会社
FUNDINNO取締役及び三桜工業株式会社社外監査役を兼任しております。
監査役内田久美子氏は、和田倉門法律事務所パートナー弁護士、株式会社トレジャー・ファクトリー

の社外取締役、株式会社ビューティガレージの社外取締役、株式会社ミサワの社外取締役及びピクスタ
株式会社の社外取締役を兼任しております。
両氏が兼任する法人と当社とは特別の関係にはありません。

ロ．主要取引先等特定関係事業者との関係
該当事項はありません。

ハ．当事業年度における主な活動状況並びに社外取締役が果たすことが期待される役割に関して行った職
務の概要

区分 氏名 取締役会等への出席状況並びに発言その他の活動状況

取締役 平 石 智 紀
当事業年度中に開催された取締役会19回のうち19回に出席

し、適宜質問するとともに、主に公認会計士としての見地から
意見を述べております。

監査役 内 田 久美子
当事業年度中に開催された監査役会16回のうち16回に出席

しております。また、取締役会19回のうち15回に出席し、適
宜質問するとともに、必要に応じて社外監査役の立場から意見
を述べております。

監査役 中 里 健 一
当事業年度中に開催された監査役会16回のうち14回に出席

しております。また、取締役会19回のうち17回に出席し、適
宜質問するとともに、必要に応じて社外監査役の立場から意見
を述べております。

（注）当社は社外役員がやむを得ず欠席する場合にも、事前の資料配布や審議事項に関する意見聴取等を行うことにより、議案審議
等に関与できる環境を整えております。
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4．会計監査人の状況
① 会計監査人の名称

監査法人アヴァンティア

② 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 27,900千円
当社及び当社の子会社が会計監査人に支払うべき金銭
その他財産上の利益の合計額 27,900千円

(注) 当社と会計監査人との間の監査契約において会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査との区分をしておらず、実
質的にも区分ができないことから、上記金額はこれらの合計金額を記載しております。

③ 会計監査人の報酬額の同意について
監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、過年度の

監査計画と監査の実施状況を確認し、当事業年度の報酬額の見積りの算出根拠等が適切であることを検証
した上で、会計監査人の報酬額につき会社法第399条第１項の同意を行っております。

④ 当事業年度中に辞任した会計監査人
該当事項はありません。

⑤ 非監査業務の内容
該当事項はありません。

⑥ 責任限定契約の内容の概要
該当事項はありません。

⑦ 補償契約の内容の概要
該当事項はありません。

⑧ 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
監査役会は、会計監査人の職務の執行状況等を総合的に判断し、監査の適正性及び信頼性が確保できな

いと認めたときは、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたしま
す。また、会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当すると認められる場合には、監査役
会は監査役全員の同意により会計監査人を解任いたします。
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Ⅲ．会社の体制及び方針
1．業務の適正を確保するための体制及び運用状況の概要

当社は、会社法及び会社法施行規則に定める「業務の適正を確保するための体制」について、取締役会に
おいて決議しております。
当事業年度においても、個人及び組織のコンプライアンスに対する意識の向上を図るため、研修教育を継

続的に実施するとともに、コンプライアンスへの取り組みの指針となるコンプライアンスマニュアルを社内
グループウエアを通じて全社員への周知を徹底し、コンプライアンス意識の浸透、高揚に努めました。さら
に、内部統制システムの運用上、新たに見出された問題点等について適時適切に是正改善し、必要に応じて
再発防止への取り組みを実施してまいりました。
以上のことから、当事業年度における当社の内部統制システムは適切に運用されていることを確認してお

ります。
以下は内部統制システムに係る基本体制の概要です。

① 当社及び当社子会社の取締役・使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体
制
当社は、リスク管理を担当する役員を委員長とした「コンプライアンス・リスク管理委員会」を設置

し、当社グループの横断的なコンプライアンス体制の整備及び問題点の把握に努め、「インタートレード
グループ・コンプライアンスマニュアル」を制定しております。コンプライアンスの推進にあたり、コン
プライアンス・リスク管理委員会を原則毎月１回定期的に開催しております。また、当社は部署毎に、子
会社は子会社毎に責任者を選任し、継続的な教育等を実施しています。
以上の施策により、コンプライアンスの重要性の認識に基づく業務運営の確保に努めております。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
当社は、取締役会議事録、稟議書及び契約書等の重要な意思決定に係る電磁記録を含む文書等の取締役

の職務執行に係る情報については、法令を遵守するほか、文書管理規程及びこれらに関する規程等に従っ
て保存・管理しております。また、取締役、監査役及び会計監査人等が必要に応じて閲覧、謄写できるア
クセス手段を整備しており、情報の管理については「情報セキュリティ基本方針」に基づき行っておりま
す。

③ 当社及び当社子会社における損失の危険の管理に関する規程その他の体制
当社は、取締役会及びコンプライアンス・リスク管理委員会において、企業価値を高めるとともに、企

業活動の持続的発展の実現を脅かすリスクに対処するため、当社グループの「リスク管理マニュアル」を
整備しております。
同マニュアルにおいて、リスクに応じた責任部門及び有事の体制を明確にするとともに、内部監査によ

る当社各部門及び各子会社のリスク管理体制について定期的にモニタリングし、コンプライアンス・リス
ク管理委員会に報告する体制を構築しております。
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④ 当社取締役及び当社子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
当社及び当社子会社は、定例の取締役会を毎月１回開催するほか、適時臨時の取締役会を開催し、取締

役会の機能強化及び経営効率の向上を目指しております。また、業務執行に関する基本的事項及び重要事
項に係る意思決定を行う上で価値観の統一のため、当社の全取締役及び各部門長を中心とするメンバーで
経営会議を毎月１回以上開催しております。
業務の運営については、将来の事業環境を踏まえ、当社各部門及び各子会社の中期経営計画及び各年度

予算の立案と、全社的な目標を設定し、その進捗と具体的な施策についての報告を行っております。
また、当社及び当社子会社は、社内規程を整備し、各取締役の権限と責任の明確化を図り、適正かつ効

率的な職務の執行が行われる体制を構築しております。

⑤ 当社及び当社子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
当社は、グループ会社の業務の適正を確保するとともに統一的な管理体制を確立するため、「グループ

会社管理規程」を定め、これを基礎としてグループ各社の管理を行うほか、グループ会社に当社から取締
役及び監査役を派遣し、企業集団における情報の共有と業務執行の適正を確保することに努めておりま
す。

⑥ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項、当該
使用人の取締役からの独立性に関する事項及び当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
当社は、現在監査役を補助すべき使用人を設置しておりませんが、監査役が求めた場合には速やかに設

置することとしております。その場合には、監査業務に関しては当該使用人が取締役等の指揮命令を受け
ないこととして、取締役からの独立性を確保することとしております。なお、当該使用人の人事について
は監査役の事前同意を得るものとしております。

⑦ 当社及び当社子会社の取締役及び使用人等が当社監査役に報告するための体制、その他監査役への報告
に関する体制
法令及び監査役に関する規程に基づいて、当社及び当社子会社の取締役は下記の事項を当社監査役会に

報告することとしております。
イ．重大な法令、定款違反に関する事項
ロ．会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事項
ハ．経営状況として重要な事項
ニ．コンプライアンス上重要な事項
ホ．その他会議等で決議された重要事項
ヘ．その他重要事項
また当社及び当社子会社の使用人等は、上記事項に関する重大な事実を発見した場合は、当社監査役に

直接報告できるよう体制を整えております。なお、当該報告をしたことを理由として報告者に不利益な取
り扱いは行いません。
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⑧ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
当社は、監査役が常時、コンプライアンス・リスク管理委員会や経営会議等の重要な会議に参加できる

体制を確保しております。監査役は、代表取締役社長、会計監査人及び内部監査人と情報交換に努め、連
携して当社及び当社子会社の監査の実効性を確保しております。また、取締役は、監査役会と定期的な意
見交換を実施しております。

⑨ 反社会的勢力排除に向けた体制
当社は社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力とは一切の関係を持たず、反社会的勢力からの不

当要求、妨害行為に対しては、警察や弁護士等の外部専門機関と連携し、毅然とした態度で対応すること
を基本方針としております。

2．株式会社の支配に関する基本方針
該当事項はありません。

3．剰余金の配当等の決定に関する方針
当社は、当社株式を保有していただいている株主の皆様に対しての利益還元を経営上の重要な施策の一つ

として位置付けており、財務基盤の健全性、今後の事業展開のための内部留保等を勘案しながら、業績に応
じた安定的な配当の継続を行うことを基本方針としています。今後とも業績の向上に全力を傾注し、収益力
及び財務体質の強化を図る所存です。
内部留保資金につきましては、将来の成長に向けた効果的な設備投資及び研究開発投資に活用する方針で

す。

（注）本事業報告中の記載金額は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。また、比率は表示単位未満を四捨五入して
表示しております。
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連結貸借対照表（2023年９月30日現在） （単位 千円）
科 目 金 額

資産の部
流動資産 1,355,272

現金及び預金 994,380
受取手形、売掛金及び契
約資産

273,544

商品及び製品 10,416
仕掛品 14,603
原材料及び貯蔵品 4,407
その他 58,167
貸倒引当金 △246

固定資産 368,648
有形固定資産 30,684
建物及び構築物 3,758
工具、器具及び備品 16,305
リース資産 10,620
無形固定資産 4,005
ソフトウエア 3,640
その他 364
投資その他の資産 333,959
投資有価証券 199,602
敷金及び保証金 124,370
繰延税金資産 6,570
その他 15,267
貸倒引当金 △11,851

資産合計 1,723,920

科 目 金 額
負債の部
流動負債 310,737

買掛金 84,446
短期借入金 100,000
１年内返済予定の長期借
入金 20,040

リース債務 6,313
未払法人税等 20,612
契約負債 18,001
その他 61,322

固定負債 81,956
長期借入金 66,600
リース債務 5,639
退職給付に係る負債 9,684
その他 33

負債合計 392,694
純資産の部
株主資本 1,319,170
資本金 1,478,433
資本剰余金 996,567
利益剰余金 △1,060,799
自己株式 △95,031
新株予約権 697
非支配株主持分 11,359
純資産合計 1,331,226
負債・純資産合計 1,723,920

（記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。）

2023年11月21日 18時25分 $FOLDER; 25ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



25

連結損益計算書（2022年10月１日から2023年９月30日まで） （単位 千円）

科 目 金 額
売上高 2,011,061
売上原価 1,277,019
売上総利益 734,042
販売費及び一般管理費 534,500
営業利益 199,542
営業外収益
受取利息 9
受取配当金 2
雑収入 265
その他 10 287
営業外費用
支払利息 1,648
持分法による投資損失 196,424
その他 1 198,074
経常利益 1,754
特別利益
固定資産売却益 100
新株予約権戻入益 45
持分変動利益 65,909 66,054
特別損失
固定資産除却損 0 0
税金等調整前当期純利益 67,809
法人税、住民税及び事業税 28,600
法人税等調整額 2,480 31,081
当期純利益 36,727
非支配株主に帰属する当期純利益 101
親会社株主に帰属する当期純利益 36,626

（記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。）
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連結株主資本等変動計算書（2022年10月１日から2023年９月30日まで） （単位 千円）

項 目 株 主 資 本
資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,478,433 996,567 △1,097,425 △95,031 1,282,544
当期変動額
親会社株主に帰属する
当期純利益 － － 36,626 － 36,626

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） － － － － －

当期変動額合計 － － 36,626 － 36,626
当期末残高 1,478,433 996,567 △1,060,799 △95,031 1,319,170

項 目 新株予約権 非支配株主持分 純資産合計

当期首残高 742 11,257 1,294,543
当期変動額
親会社株主に帰属する
当期純利益 － － 36,626

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △45 101 56

当期変動額合計 △45 101 36,682
当期末残高 697 11,359 1,331,226

（記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。）
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連結注記表

1．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
（1）連結の範囲に関する事項

全ての子会社を連結の範囲に含めております。
連結子会社の数 ２社
連結子会社の名称 株式会社インタートレードヘルスケア

株式会社ビーエス・ジェイ

（2）持分法の適用に関する事項
① 持分法を適用した非連結子会社又は関連会社の数及び主要な会社等の名称

関連会社の数 １社
関連会社の名称 株式会社デジタルアセットマーケッツ

② 持分法を適用しない非連結子会社又は関連会社の名称等
主要な関連会社 株式会社イーテア

AL INTERTRADE CO. LTD.
持分法を適用しない理由
持分法を適用しない関連会社は、当期純損益（持分相当額）及び利益剰余金（持分相当額）等からみ

て、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がな
いため、持分法の適用範囲から除外しております。
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（3）会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法
有価証券
その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの
時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算出）
市場価格のない株式等
総平均法による原価法

棚卸資産
イ．商品及び製品

ヘルスケア事業
主として移動平均法に基づく原価法
（収益性の低下による簿価切下げの方法）

ロ．仕掛品
金融ソリューション事業、ビジネスソリューション事業
個別法に基づく原価法
（収益性の低下による簿価切下げの方法）

ヘルスケア事業
移動平均法に基づく原価法
（収益性の低下による簿価切下げの方法）

ハ．原材料及び貯蔵品
ヘルスケア事業
主として移動平均法に基づく原価法
（収益性の低下による簿価切下げの方法）

② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ．有形固定資産（リース資産を除く）

1998年４月１日以降取得の建物（建物附属設備は除く）・・・定額法
2016年４月１日以降取得の建物附属設備及び構築物・・・定額法
上記以外の有形固定資産・・・主として定率法
建物及び構築物 ８年～18年
工具、器具及び備品 ４年～15年
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ロ．無形固定資産（リース資産を除く）
自社利用のソフトウエア
社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しております。ただし、ライセンス契

約で使用期間が定められているときは、当該期間を耐用年数とした定額法による額を計上しており
ます。

ハ．リース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

③ 重要な引当金の計上基準
イ．貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定
の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

ロ．受注損失引当金
受注契約に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度における受注契約に係る損失見込額を計上

しております。
④ 重要な収益及び費用の計上基準

証券システムの開発サービスについては、期間がごく短い場合等を除き、履行義務の充足に係る進捗
度を見積り、当該進捗度に基づく一定期間にわたり収益を認識しております。また、ライセンス提供、
システム運用・保守サービスについては、主に、顧客にサービスが提供される期間の経過とともに履行
義務が充足されるため、サービス提供期間にわたり収益を認識しております。

⑤ 退職給付に係る会計処理の方法
一部の連結子会社では、従業員の将来の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付

債務の見込額に基づき当連結会計年度末において発生していると認められる額を計上しております。

2．会計方針の変更に関する注記
「時価の算定に関する会計基準の適用指針」の適用
「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号2021年６月17日。以下「時価
算定会計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２
項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって
適用することといたしました。これにより、当連結会計年度の連結計算書類に与える影響はありません。
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3．会計上の見積りに関する注記
（1）会計上の見積りを示す項目及び見積りの内容

翌連結会計年度に係る連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、受注損失引当金がありま
す。

（2）当連結会計年度に計上した金額
当連結会計年度において、受注損失引当金の計上はありません。

（3）その他見積りの内容に関する理解に資する情報
当社の主力製品である「Spider Digital Transfer」は、新しい概念・技術を使った革新性の高いシステム

で、開発スタート時に予見できない新規性の高い追加開発が必要となる場合があります。そのため、システ
ムの稼働までに開発期間が当初想定より延伸する可能性があり、製造原価が見積りよりも過大となった場合
に翌連結会計年度に係る連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があります。

4．連結貸借対照表に関する注記
有形固定資産の減価償却累計額
減価償却累計額 384,145千円

5．連結株主資本等変動計算書に関する注記
（1）当連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び数

株式の種類 当連結会計年度期首 増加株式数 減少株式数 当連結会計年度末
普通株式（株) 7,444,800 － － 7,444,800

（2）当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

該当事項はありません。

（3）当連結会計年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項
該当事項はありません。

（4）当連結会計年度の末日において発行している新株予約権の目的となる株式の種類及び数
普通株式 232,400株
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6．金融商品に関する注記
（1）金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針
当社グループは、余剰資金の運用については、取締役会の決議を経て短期的な預金及び安全性の高い金

融資産に限定し運用しております。資金調達については、銀行等金融機関からの借入により調達しており
ます。

② 金融商品の内容及びそのリスク
営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。投資有価証券は、取引

先企業との業務提携等に関連する株式であり、上場株式は市場価格の変動リスク、非上場株式は当該企業
の信用リスクに晒されております。

③ 金融商品に係るリスク管理体制
信用リスクの管理
当社は販売管理規程に従い、営業債権について、主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、財

務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。
市場リスクの管理
当社は、投資有価証券については、定期的に時価や発行体の財務状況等を把握しております。

（2）金融商品の時価等に関する事項
2023年９月30日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであ

ります。なお、市場価格のない株式等は含まれておりません。また、現金は注記を省略しており、預金、
売掛金、買掛金及び短期借入金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省
略しております。

連結貸借対照表計上額
（千円）

時価
（千円）

差額
（千円）

敷金及び保証金 124,370 122,425 △1,945
長期借入金 86,640 86,374 △265
リース債務（1年内返済予定を含む） 11,953 11,921 △31

（注）市場価格のない株式等
（単位 千円）

区分 連結貸借対照表計上額
非上場株式 199,602
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（3）金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレ

ベルに分類しております。
レベル１の時価： 同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時

価
レベル２の時価： レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定

した時価
レベル３の時価： 重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ
れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

① 時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
該当事項はありません。

② 時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
（単位 千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

敷金及び保証金 － 122,425 － 122,425

長期借入金 － 86,374 － 86,374

リース債務 － 11,921 － 11,921
（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
敷金及び保証金
敷金及び保証金の時価については、その将来キャッシュ・フローを期末から返還までの見積り期間に基

づき国債の利回りで割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

長期借入金
長期借入金の時価については、元利金の合計額を、同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割

り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

リース債務
リース債務の時価については、元利金の合計額を新規にリース取引を行った場合に想定される利率で割

り引いて算定しているため、その時価をレベル２に分類しております。
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7．収益認識に関する注記
（1）顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(単位：千円)
報告セグメント

合計金融ソリューシ
ョン事業

ビジネスソリュ
ーション事業 ヘルスケア事業 計

一時点で移転される財又
はサービス 180,281 71,507 143,930 395,719 395,719

一定の期間にわたり移転
される財又はサービス 1,429,507 185,834 － 1,615,342 1,615,342

顧客との契約から生じる収
益 1,609,789 257,342 143,930 2,011,061 2,011,061

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 1,609,789 257,342 143,930 2,011,061 2,011,061

（2）顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表 1．連結計算書類の作成

のための基本となる重要な事項に関する注記等（3）会計方針に関する事項 ④ 重要な収益及び費用の計
上基準」に記載のとおりであります。

（3）当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
① 契約資産及び契約負債の残高等

（単位：千円）
当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 280,360

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 273,544

契約負債（期首残高） 26,437

契約負債（期末残高） 18,001

② 残存履行義務に配分した取引価格
当初に予想される契約期間が１年を超える重要な契約がないため、実務上の便法を適用し、記載を省略

しております。
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8．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 183.59円
１株当たり当期純利益金額 5.10円

9．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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貸借対照表（2023年９月30日現在） （単位 千円）
科 目 金 額

資産の部
流動資産 1,301,986

現金及び預金 971,713
売掛金及び契約資産 263,564
商品及び製品 1,754
仕掛品 8,198
前払費用 48,420
その他 8,581
貸倒引当金 △246

固定資産 409,203
有形固定資産 30,531
建物 3,758
工具、器具及び備品 16,152
リース資産 10,620
無形固定資産 4,005
ソフトウエア 3,640
電話加入権 364
投資その他の資産 374,666
関係会社株式 219,067
出資金 50
長期貸付金 323,010
敷金及び保証金 122,170
長期前払費用 2,505
その他 11,851
貸倒引当金 △303,988

資産合計 1,711,190

科 目 金 額
負債の部
流動負債 328,742

買掛金 110,982
短期借入金 100,000
1年内返済予定の長期借入
金 20,040
リース債務 6,313
未払金 18,475
未払費用 5,788
未払法人税等 23,132
契約負債 16,771
預り金 18,560
その他 8,677

固定負債 72,239
長期借入金 66,600
リース債務 5,639

負債合計 400,981
純資産の部
株主資本 1,309,510
資本金 1,478,433
資本剰余金 794,264
資本準備金 794,264
利益剰余金 △868,155
その他利益剰余金 △868,155
繰越利益剰余金 △868,155

自己株式 △95,031
新株予約権 697
純資産合計 1,310,208
負債・純資産合計 1,711,190

（記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。）
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損益計算書（2022年10月１日から2023年９月30日まで） （単位 千円）

科 目 金 額
売上高 1,885,713
売上原価 1,237,832
売上総利益 647,881
販売費及び一般管理費 452,883
営業利益 194,997
営業外収益
受取利息及び配当金 9
その他 224 234
営業外費用
支払利息 1,648
その他 1 1,650
経常利益 193,582
特別利益
新株予約権戻入益 45 45
特別損失
固定資産除却損 0
関係会社貸倒引当金繰入額 4,442 4,442
税引前当期純利益 189,185
法人税、住民税及び事業税 27,696 27,696
当期純利益 161,488

（記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。）
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株主資本等変動計算書（2022年10月１日から2023年９月30日まで） （単位 千円）

項 目

株 主 資 本

資本金
資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 その他利益剰余金 利益剰余金合計繰越利益剰余金
当期首残高 1,478,433 794,264 794,264 △1,029,644 △1,029,644
当期変動額
当期純利益 － － － 161,488 161,488
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） － － － － －

当期変動額合計 － － － 161,488 161,488
当期末残高 1,478,433 794,264 794,264 △868,155 △868,155

項 目
株 主 資 本

新株予約権 純資産合計自己株式 株主資本合計

当期首残高 △95,031 1,148,022 742 1,148,764
当期変動額
当期純利益 － 161,488 － 161,488
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） － － △45 △45

当期変動額合計 － 161,488 △45 161,443
当期末残高 △95,031 1,309,510 697 1,310,208

（記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。）
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個別注記表

1．重要な会計方針に係る事項に関する注記
（1）資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券
イ．子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法を採用しております。
ロ．その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
時価法
(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定)

市場価格のない株式等
総平均法による原価法

② 棚卸資産
イ．商品及び製品

ヘルスケア事業
移動平均法に基づく原価法
（収益性の低下による簿価切下げの方法）

ロ．仕掛品
金融ソリューション事業、ビジネスソリューション事業
個別法に基づく原価法
（収益性の低下による簿価切下げの方法）

ヘルスケア事業
移動平均法に基づく原価法
（収益性の低下による簿価切下げの方法）

ハ．原材料及び貯蔵品
ヘルスケア事業
主として移動平均法に基づく原価法
（収益性の低下による簿価切下げの方法）
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（2）固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）

1998年４月１日以降取得の建物（建物附属設備は除く）・・・定額法
2016年４月１日以降取得の建物附属設備及び構築物・・・定額法
上記以外の有形固定資産・・・主として定率法
建物 ８年～18年
工具、器具及び備品 ４年～15年

② 無形固定資産（リース資産を除く）
自社利用のソフトウエア

社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しております。ただし、ライセンス契約
で使用期間が定められているときは、当該期間を耐用年数とした定額法による額を計上しておりま
す。

③ リース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

（3）引当金の計上基準
① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定
の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

② 受注損失引当金
受注契約に係る将来の損失に備えるため、当事業年度における受注契約に係る損失見込額を計上して

おります。

（4）重要な収益及び費用の計上基準
証券システムの開発については、期間がごく短い場合等を除き、履行義務の充足に係る進捗度を見積

り、当該進捗度に基づく一定期間にわたり収益を認識しております。また、ライセンス提供、システム運
用・保守サービスについては、主に、顧客にサービスが提供される期間の経過とともに履行義務が充足さ
れるため、サービス提供期間にわたり収益を認識しております。
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2. 会計方針の変更に関する注記
「時価の算定に関する会計基準の適用指針」の適用
「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号2021年６月17日。以下「時

価算定会計基準適用指針」という。）を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項
に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適
用することといたしました。これにより、当事業年度の計算書類に与える影響はありません。

3．会計上の見積りに関する注記
（1）会計上の見積りを示す項目及び見積りの内容

翌事業年度に係る計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、受注損失引当金があります。

（2）当事業年度に計上した金額
当事業年度において、受注損失引当金の計上はありません。

（3）その他見積りの内容に関する理解に資する情報
当社の主力製品である「Spider Digital Transfer」は、新しい概念・技術を使った革新性の高いシステム

で、開発スタート時に予見できない新規性の高い追加開発が必要となる場合があります。そのため、システ
ムの稼働までに開発期間が当初想定より延伸する可能性があり、製造原価が見積りよりも過大となった場合
に翌事業年度に係る計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があります。
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4．貸借対照表に関する注記
（1）有形固定資産の減価償却累計額

減価償却累計額 383,532千円

（2）関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
短期金銭債権 44,678千円
長期金銭債権 323,010千円
短期金銭債務 29,570千円

5．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

営業取引 売上高 384,682千円
営業費用 87,719千円
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6．株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末における自己株式数
株式の種類 当事業年度期首 増加株式数 減少株式数 当事業年度末

普通株式（株) 259,200 － － 259,200

7．税効果会計に関する注記
繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産
未払事業税 3,380千円
未払事業所税 320千円
棚卸資産評価損 40,040千円
貸倒引当金繰入超過額 93,160千円
関係会社株式評価損 198,070千円
研究開発費 28,350千円
繰越欠損金 241,400千円
繰延税金資産 小計 604,720千円
評価性引当額 △604,720千円
繰延税金資産 合計 －
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8．関連当事者との取引に関する注記
子会社及び関連会社等

（単位 千円）

属性 会社等の名称
議決権等
の所有
（被所有）
割合（％）

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

子会社 ㈱インタートレー
ドヘルスケア

所有
直接
100.0

資金の貸付等
役員の兼任 － － 長期貸付金

(注)1
323,010

子会社 ㈱ビーエス・ジェ
イ

所有
直接
66.7

役員の兼任
開発の委託 外注(注)2 81,772 買掛金 29,537

関連会社 ㈱デジタルアセッ
トマーケッツ

所有
直接
20.5

役員の兼任
開発の受託 売上(注)2 358,000 売掛金 40,040

（注）1 子会社に対する貸付金に対し、292,136千円の貸倒引当金を計上しております。また、当事業年度において、4,442千円
の関係会社貸倒引当金繰入額を計上しております。

2 取引条件につきましては、一般の取引条件と同様に決定しております。

9．収益認識に関する注記
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「個別注記表 1．重要な会計方針に係

る事項に関する注記 （4）重要な収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載しているため、記載を省略
しております。

10．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 182.24円
１株当たり当期純利益金額 22.47円

11．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書

2023年11月20日
株式会社インタートレード
取 締 役 会 御中

監査法人アヴァンティア
東京都千代田区

指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 木村 直人

指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 加藤 大佑

指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 宮澤 勇貴

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社インタートレードの2022年10月１日から2023年９月30日ま

での連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表につ
いて監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社イン

タートレード及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において
適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法

人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する
規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人
は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。ま

た、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに
ある。

当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に
対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と連結

計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違
以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが求

められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

2023年11月21日 18時25分 $FOLDER; 45ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



45

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示するこ

とにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断し
た内部統制を整備及び運用することが含まれる。

連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかどうかを評価
し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当
該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないか

どうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽
表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると
合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断

を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、
実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手す
る。
・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施
に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。
・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する
注記事項の妥当性を評価する。
・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続
企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業
の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は
重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが
求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は
継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかと
ともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適
正に表示しているかどうかを評価する。
・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入手する。
監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負
う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不

備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査

人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合は
その内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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会計監査人の監査報告書
独立監査人の監査報告書

2023年11月20日
株式会社インタートレード
取 締 役 会 御中

監査法人アヴァンティア
東京都千代田区

指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 木村 直人
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 加藤 大佑
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 宮澤 勇貴

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社インタートレードの2022年10月１日から2023年９月

30日までの第25期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその
附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類等

に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法

人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規
定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。

また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ
とにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対

して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と計算書

類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外
にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが

求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示するこ

とにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断し
た内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうかを評価

し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には
当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかど

うかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示
は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的
に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断

を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、
実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手す
る。
・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に
際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。
・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する
注記事項の妥当性を評価する。
・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企
業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の
前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要
な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められ
ている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業
として存続できなくなる可能性がある。
・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかとと
もに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表
示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不

備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査

人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合は
その内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書

監査報告書

当監査役会は、2022年10月１日から2023年９月30日までの第25期事業年度の取締役の職務の執行に関
して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の結果、監査役全員の一致した意見として、本監査報
告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（１）監査役会は、当期の監査方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果につい
て報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じ
て説明を求めました。
（２）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、当期の監査方針、職務の分担等に従
い、取締役、内部監査人その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努める
とともに、以下の方法で監査を実施しました。

①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を
受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査いたしま
した。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、
必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体
制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとし
て、会社法施行規則第100条第1項及び第3項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及
び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等から
その構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いた
しました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するととも
に、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。ま
た、会計監査人から「会計監査人の職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会
社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（2005年10月28日企業
会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。
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以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益
計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照
表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２．監査の結果
（１）事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認め
ます。

②取締役の職務の遂行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められま
せん。

③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シス
テムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認めら
れません。

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人監査法人アヴァンティアの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（３）連結計算書類の監査結果
会計監査人監査法人アヴァンティアの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2023年11月21日
株式会社インタートレード 監査役会

常勤監査役 川瀬 宏史 ㊞
社外監査役 内田 久美子 ㊞
社外監査役 中里 健一 ㊞

以 上

2023年11月21日 18時25分 $FOLDER; 50ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



B1F
1F
2F
3F
4F
5F

オフィス

東京メトロ
「茅場町」駅直結

オフィス用エレベーター

ホール
カンファレンス

Book Lounge Kable
オフィスエントランス アトリウム（The HEART）

駐車場 店舗
B2F

低層階用エレベーター

ＫＡＢＥＡＴＫＮＡＧ

茅場町駅日本橋駅

三越前駅

東京駅

東京証券会館

東京証券取引所

日本橋髙島屋

日本橋三越本店

日本橋
郵便局

●D2出口

COREDO室町

COREDO日本橋

日本
橋川

マンダリン
オリエンタル 東京

日本銀行

丸善 日本橋店

シャングリ・ラ ホテル 東京

ホテルメトロポリタン丸の内

八重洲北口

平
成
通
り

昭
和
通
り

中
央
通
り

外
堀
通
り

永代通り

交通のご案内
●地下鉄 東京メトロ東西線・日比谷線

「茅場町」駅 11番出口直結
東京メトロ銀座線・東西線、都営浅草線
「日本橋」駅 D2出口 徒歩2分
東京メトロ丸ノ内線
「東京」駅 八重洲北口 徒歩12分

●JR線 JR線
「東京」駅 八重洲北口 徒歩12分

株主総会会場
ご案内図

KABUTO ONE ４階
HALL & CONFERENCE ホールB
東京都中央区日本橋兜町７番１号 TEL 03-6231-0567

会 場

※開催場所が前回と異なっておりますので、お間違いのないようご注意ください。

誠に申し訳ございませんが、会場には駐車場がございませんので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。お知らせ
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